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美堂A遺跡・小園遺跡の位置と周辺遺跡
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化財調査室の中村直子氏，鹿児島県埋蔵文化財センター

の前迫亮ー氏の指導を受けた。中世の陶磁器の分類に

ついては鹿児島県埋蔵文化財センターの中村和美氏に，

近世の薩摩焼については同センターの関明恵氏に指導

を受けた。

8. 遺物写真撮影については鹿児島県埋蔵文化財センター

西園勝彦氏の指導のもと行った。

9. 本書の執筆・編集は内村が行った。



美堂A遺跡確認調査・全面調査 久保敬二東平一美東平鉄夫松永正夫

平成 14年 5月8日～平成 14年 7月 17日 出田国男時吉忠義山内 繁下野幹 生

（労働実日数48日） 西浜 栄時吉慶二小牧清治西丸睦男

小園遺跡確認調査 駒水一男徳留重三中村辰雄神戸ナリ子

平成 14年 12月28日 湯又 薫青山 保松永和之久冨木稔子

平成 17年度 関屋福吉原田國夫本村 登藤井義 昭

美堂A遺跡報告書作成 本村勇夫領家ヒデ福原フミ寺園 実

平成 16年4月 1日～平成 17年 2月28日 玉利セッ子小野タミ子上村千津福留エチ子

上村貞子徳永エミ有村ヒデ甲斐崎倫子
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で掘り下げたが，遺構・遺物は確認されなかった。

なお，美堂A遺跡では同時期に団体営シラス対

策事業（仮宿地区）の排水路工事着手も予定されて

おり，美堂A遺跡の範囲に事業区の一部が含まれ

ていたため，この部分についても事業区内に 1~6

トレンチを設定し，確認調査を行った。農免農道整

備事業とは直接関連する事業ではないが，美堂A

遺跡が残存する範囲をより明確にするため，併せて

これについての概要についても述べることとする。
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なお発掘調査の経過については日誌抄にて記載す

る。



7月 3日

7月 4日

7月 5日

7月 8日

7月 9日

7月10日

7月11日

7月12日

7月15日

7月16日

7月17日

水
一
木
一
金
一
月
一
火
一
水
一
木
一
金
一
月
一
火
一
水

曇り

曇り

曇り

曇り

曇り

睛れ（高温）

晴れ

晴れ

晴れ

晴れ

晴れ

D区表土はぎ。D区N・V層掘り下げ。

D区N・V層掘り下げ。土層断面図作成。

D区N・V層掘り下げ。

D区N・V層掘り下げ。硬化面検出のち掘り下げ。台風対策。

D区N・V暦遺物出士状況写真撮影。台風接近のため午後中止。

D区N・V層遣物出士状況の平板(1/50) ・レベル実測•取上げ。串良商業高校 3 名職場体験。

D区土器集中区の精査。 D区西側から池田軽石層上面精査。串良商業高校 3名職場体験。

D区土器集中区の写真撮影。出上状況の平板(1/50) ・レベル実測•取上げ。

D区古道の実測図作成。D区西側VI層掘り下げ。

現場撤収準備。D区完了写真撮影。

現場撤収。調査終了。

小園遺跡（確認調査：平成14年12月28日）

12月28日 水 曇り 1~8T設定。重機による掘り下げ。トレンチの写真撮影・士層記録のち埋め戻し。調査終了。
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1 
第 1図 美堂A遺跡の範囲とトレンチの配置
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第 2図 美堂，，A遺跡全回調査の範囲とグリッ日配置図 ， 
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第 3図 小園遺跡の範囲とトレンチの配置
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高は約37mである。本遺跡の西側約 500mのとこ

ろに持留川が流れている。

小園遺跡は大字永吉に所在し，永吉台地の東側の

沖積地に位置する。東側に持留川を臨む。遺跡は台

地下の河川部分よりやや微高地になっている。場所

を中心に広がる。標高は 8~12mである。なお小

園遺跡西側の台地には野卸城跡が所在する。

-7-
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平成 13年度から 15年度にかけて調査を行った

下堀遺跡では，調査区西側部分において早期の土器

が出土し， 13基の集石遺構が発見された。また同

遺跡では指宿式上器もわずかながら出土している。

また，細山田段遺跡でも土坑2基と西平式土器がある。

3. 弥生時代

平成 11年度に調査を行った益丸の字松原にある

沢目遺跡は，砂丘に埋没した弥生時代中期から弥生



陶質土器及び大阪府陶邑産須恵器と言われている。

明治 35年に盗掘を受けているが，その際に腐食

した直刀や鎧，勾玉類が出土し，石室内は朱塗りで

あったと言われている。

神領遺跡群の中にある神領古墳群では，現在前方

後円墳4基，円墳9基，地下式横穴墓8基が確認さ

れている。 6 号墳からは日光鏡•初製獣帯鏡各 1 面

が採集され，昭和43年の調査では，石室は花閾岩

質板石 6枚を使用した組合せ石棺で，鉄剣，鉄刀，

-8-

城跡，遠見ヶ丘跡がある。『中世の山城』で掲載さ

れているもの以外では，炉山城後，松尾城跡，梼井

城跡，天ヶ城跡があるが，所在の推測がなされてい

るが，実態は明らかにされていない。

金丸城跡の調査では青磁，白磁，青花や備前系の

陶器が出土した。また近世のものでは唐津焼，肥前

系染付，薩摩焼が出土した。

下堀遺跡でも中世の士坑に伴い，青磁，青花，中

国陶器が出士した。



XXI層灰褐色粘質土。

なお，この基本層序はC区の層序を基本として作

成されている。 C区の遺構検出はVIII層で行ったが，

D区ではVIII層の堆積がほとんど無かったため， XI[層

上面で検出を行った。 C・D区の上層断面は第4図

に示してある。

2. 小園遺跡の基本層序

確認調杏で得られた小園遺跡の事業区域における

-9-

大崎町教育委員会(1992)『神領地下式横穴6号』大崎町埋蔵

文化財発掘調査報告書(2)
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第 4図 美堂A遺跡古墳時代遺構検出面地形図及び土層堆積図（①～③）
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桁谷城跡 I 永吉2528 I 火山灰台地 I 鎌倉
I 謙后吋代に人洒I))守護職石越氏v)代目肥使氏

が築城者ではないかといわれている

胡摩ヶ崎城跡 仮宿776-1 火山灰台地 室町 掘割4ヶ所
I 本丸の跡南北朝時代

楡井氏の城

大崎城跡 仮宿922 火山灰台地 室町 掘割3ヶ所

横瀬古墳
横瀬エザイ町

海岸平野 古墳
前方後円墳全長136m

I S18 9 8に国指定重要文化財
1427・1428 円筒・形象埴輪 周濠あり

鷲塚地下式横穴
永吉8894-3 火山灰台地 古墳

地下式横穴長2.14m
S59.2.25に町指定文化財

墓群 幅l.lm 裔0.64mb軽石礫人骨刀子

大塚 横瀬 火山灰台地 弥・歴史 H7農政分布調査

美堂A 仮宿 火山灰台地 古墳 H7農政分布調査

芙堂B 仮宿 火山灰台地 古墳 H7農政分布調査

小園 仮宿 火山灰台地 古墳 H7農政分布調査

浜田 横瀬浜田 火山灰台地 古墳 成川式土器 H9農政分布調査

堂地迫 永吉堂地迫 火山灰台地 古墳中世 成川式土器 ・須恵青磁 H9農政分布調査

桜迫 永吉桜迫 火山灰台地 縄弥古墳 土器片成川式土器 H9農政分布調査

外園 永吉 火山灰台地 弥古墳 土器 Hll農政分布調査
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第III章 調査の概要 古墳時代の遺物はill~VI層に出土し， その遺物分

第 1節 古墳時代の概要

布状況については第6図のとおりである。グリッド

D-2区は，周囲と比べて低い地形であり，黒色土

1 . 検出した遺構と遺物の出土状況

古墳時代の遺構配置図は第 5図のとおりである。

C-2区VlI層中で古道と思われる帯状の硬化面が検

出された。 また， D-2区では，

の土坑を検出した。 しかし，

VIII層上面で楕円形

これ以外の遺構は確認

されず，特にC-2区における小片の集合体（土器

片群）が確認されている箇所については，遺構の可

能性を考えたが，プランが確認されなかった。

層が厚く堆積していた。

がさらに細かく分層される。

遺物は，

向がある。

この区間については黒色土

この区間のN~VI層で

古墳時代の遺物が集中して出土する。また，

3区はほとんど遺物が出土しなかった。

B-2• 

C-2区及びE-2区に多く出土する傾

B
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第 5図 古墳時代の遺構配置図
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2. 遺構と遺物の概要

①古道（第 7図）

C-2区VII層中で検出した。灰色や灰褐色を多く

含む黒色土の硬化面が帯状に形成されていた。ただ

し，一部硬化面が 1.4m程寸断される箇所がある。

後に別の遺構によって切られている可能性もあるが，

最終的なXIII層上面の検出では，この箇所に遺構プラ

ンは確認されなかった。

硬化面を形成する灰色や灰褐色を多く含む黒色土

の層は厚さ約 5cmであり，硬化している。また，下

層はしまりのある黒色上が堆積しており，この層を

除去すると，やや凹みが確認された。

B
 

B
 

■硬化面

1 A' 

三`冒'""・"" 1 灰色や灰褐色の土を含む黒色土。硬化している。

2 黒色土。しぽりがある。

B
 

0 1m 

1,,,,.,;,,,,¥, 1 ,,¥;,,,I, I (1/40) 

第 7図古道実測図
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第 8図土坑実測図

②土坑（第 8図）

D-2区VIII層上層で検出した。この遺構は斜面で

立地しており，平面形は北東ー南西に長い楕円形で

長軸 1.22m, 短軸0.45mであり，深さは 0.2~

0.25mを測る。埋土は黒色軟質土で，遺物の出上

は無かった。

③土器片群

C-2区で士器の小片が集中して出士する箇所を

検出した。この集中箇所をさらにまとまりのあるグ

ループを 3つに分け（士器片群 1~ 3), 取り上げ

を行った。土器片群 2・3は，可能な限りまとまり

を細分し，取り上げを行ったが，整理作業の段階で

複数固体の土器が混在していたことが判明した。

この部分については，何らかの遺構が存在する可

能性を考えたが， XIII層上面では遺構プランが検出さ

れなかった。しかし，この士器片群は調査区外に延

びており，調査区外に何らかの遺構が存在する可能

性も考えられる。

甕（第 9図 1~ 3) 
1は士器片群 1, 2は士器片群 2, 3は士器片群

3で出土したものである。

1・2は突帯をもたない甕である。 1は日縁部か

ら屈曲部で， 2は口縁部から胴部までが残存する。

いずれも胴部から内弯しながら屈曲部で緩やかに外

反する。 1は内外ともに刷毛状工具でナデ調整がさ

れている。 2の内面はナデ調整がされているが，粘

士の接続面がわずかに残る。外面は胴部がヘラ状工

具で調整され，煤が付着する。屈曲部は内外とも著

しく指で押さえた痕跡を残す。

3は甕の底部である。当初壺の底部と思われたが，

外面に煤の付着があったため，丸底の甕と判断した。

-16-
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第 2表 土器片群出土遺物観察表(1) ※（縦）・（横）・（斜）…調整の方向

:番巧＝． 蕃号i ト

器種 器 部 色調
調整痕

胎 土
焼 備出土位置

器種 法量 (cm) 負 そ
（取上げ番号） 需 外面 内面 羹唇 = 苧- 月 岱 成 考

口径底径器高 外面 内面 石 母

土器片群1,C区N層

9 1 
No. 1635 No. 1654 

甕
口縁

20.2 橙 橙
刷毛状工具 刷毛状工具

〇△ 褐色石
良

Nu 1658 Nu 1659 ～胴 ナデ（横） ナデ（横） 好
No 1661 
土器片群2-6・7・9, ヘラ状工具

9 2 
c区N層Nu1612, C 

甕
日縁

24.2 橙 橙
ナデ（縦・ 指頭圧痕．

△ △ 
褐色石

外面に煤付着。
区一括 ～胴 斜）・指頭圧 指ナデ 灰色白 ” 

痕・横ナデ

9 3 
土器片群 3-4, C区

甕 底 5.0 
にぶい にぶい 一蔀ミガキ 工具痕残す

゜゚ ゜
褐色石

外面に煤付着。
一括 褐 褐 残す 灰色白 ＂ 
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第10図 土器集中区出土遺物(2)
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第11図 土器集中区出土遺物(3)
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口径 底径 器高 外面 内面

10 
土器片群2-6,

壺 口縁 16.6 
にぶい にぶい ナデ（横）・エ

刹落

゜
灰色石4 c区W層N!ll623 赤褐 褐 具刻目 (U) ” 

ヘラ状工具

10 
5 士器片群2-8,

壺
頸～ にぶい にぶい ナデ（横・斜）・ 指頭圧痕．

◎ △ 白色石c区一括 肩 赤褐 赤褐 ナデ（横）・指 ナデ（横） ” 
頭圧刻目

士器片群 2-3•5·6,
ミガキ（斜）・

ナデ（横）・ヘ
10 

c区W層 Nul615
壺

肩～ 11.0 にぶい にぶい
ラ状工具ナ ナデ・剥落 △ △ △ 褐色石 ” 6 Nu1616 Nu1619 底 橙 橙 デ（縦）・指頭

No.1642 
圧刻目

土器片群2-1-3-4-8 ハケ目後ナ

10 
3-1・2,C区W層

壺
肩・

6.0 
にぶい にぶい デ消し・ミガ 工具ナデ

△ △ 褐色石7 N!1334 Nu1581 底 橙 橙 キ（横・斜） （斜） ” 
Nul583 

11 8 土器片群3-4 壺 肩
にぶい にぶい ナデ・指頭圧

ナデ

゜
△ 褐色石

褐 褐 刻目 ” 
11 9 土器片群 3-3•4 壺

頸～
橙 橙

ミガキ（縦）・ 指頭圧痕後ナ
△ ◎ 

胴 工具刻§(V) デ・エ具ナデ（横）

-20-



は2条の突帯が設けられる， 42・44・50~ 52は断

面略台形の突帯を貼り付ける。 50~52は突帯をナ

デ調整によって台形化させている。 50は突帯下に

は横ナデによって凹線が形成される。 41・42・46

は先端の鋭い工具で刻みを施す。 43は布目刻みが

見られる。 51・52はエ具による縦の刻みを施す。

47~50には刻みが施されない。

42と50は外面に縦方向のハケ目調整痕が確認さ

れる。また， 43の内面にも横方向のハケ目調整痕

が見られる。 51・52の内外面はハケ目調整のちナ

デによる仕上げを行なっている。 53は底部である。

-21-

全体的にナデによって消されている。 65・66は脚

祁である。いずれも脚端部は外側に開く短い脚であ

る。 65は底部外面天井部に指頭圧痕が見られる。

胴部外面は上方向のハケ目調整を施す。 66は脚部

から胴部への立ち上がりが64・65と比べ，緩やか

である。

その他（第 14図 67) 

67は小片であるため，器種の特定は困難である。

外面は丁寧なミガキが施される。高杯の脚端部か，

蓋の口縁部と考えられる。
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壺 I口縁 I I I 
I に.....心-ヽ・い

f-'.. 褐心ヽい ナ—デ（横）・ナ ナ-ぷデ（横）・ナI IOI I I△ 
褐

ア フー

131381 C区Vb層 Nu772 壺 日縁
にぶい にぶい

櫛描波状文 刹落

゜
◎ 白色石 III I安国寺式橙 橙

131391 C区VI層 Nu1365 壺 頸
にぶい にぶい 工具刻目(V)

ナデ △ 褐色石 III 
黄橙 橙 ナデ

13l40IC区W層 Nul701 壺 頸 橙 橙
布目刻目・ナ

ナデ

゜
白色石

プ｀ 灰色石

13l41IC区VI層 Nu1269 壺 胴 黒褐
にぶい 工具刻目(V)

ナデ △ 
褐色石

橙 ナデ 灰色白

131421 C区VI層 Nu887 壺 胴
にぶい にぶい 工具刻§(V)指頭圧痕・ナ

゜゚ ゜
橙 黄褐 ハケ目（縦） デ

1にぶい
布目刻目・ハ 他の士器より粒

131431 C区V層 Nu648 I壺 I胴 I I I 浅黄 ケ目（縦）後 ハケ目（横） ◎ ◎ 褐色石 II 子が大きく少し
黄橙

ナデ 多 白っぽい。

にぶい
工具刻§(V)

ハケ目後ナ131441 C区VI層 Nul377 壺 胴 黒褐 刷毛状工具

゜
△ 

黄橙
ナデ（縦） フ`ー

131451 c区N層 No.1508, 壺 胴 橙
にぶい 工具刻§(U)磨耗 101010 1 T II下層一括 黄褐 磨耗
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第 2節中世の概要

1 . 検出した遺構と遺物の出土状況

G-1·2 区はでは，古道が検出され， E•F-

2区では柱穴が検出された。古道の埋土からは青磁

や陶器が出上している。

包含層の遺物は古墳時代の遺物とともにC区のIII

層から青磁片や陶器片が出土しているが，出土点数

は少ない。

2. 遺構と遺物の概要

①古道（第 16図）

G-1・2区の表士層下は皿層であった。しかし

皿屑の下層はW暦であり， N~XIV層は残存しない。

古道はW層上面で南北に走る溝状のプランとして検

出され，黒色軟質士を埋士とする。この黒色士は1II

層より軟質である。

埋上中からは青磁や陶器片が出上した。また，握

りこぶし大の軽石が多く点在していた。埋土中の遺

物は一括で取り上げた。軽石も採取した後に調べた

が，軽石製品のような加工痕を伴うものはなかった。

古道は，幅約 lm, 深さ約 50cmを測り，断面U

字型の溝状に掘られており，底面中央を黒色土で盛

り上げ，その上面に硬化面が形成されている。

古道の北側は周囲が浅く凹んでいる。ただ，全体

的に浅い凹みであるが，古道の東側の凹みは北側に

向けて掘り込みが明瞭になり，はっきりとした段を

形成する。この凹みは古道と同じ黒色土が薄く堆積

している。古道に伴うものかは不明である。

【古道出土遺物第 17図 68~73】

68は土師器である。羽釜の羽部である。

69・70は青磁碗の底部である。いずれも見込み

は釉剥がされている。 69は高台裏の釉が削り取ら

れている。 70の高台内面は無釉である 70の高台外

面は段が巡り，その段の上部に 2.5cm程度の間隔で

縦の刻みが施される。

71・72は陶器である。 71は備前系の揺鉢である。

櫛目 5条を 1単位とする。 72は底部である。器種

は不明である。胎土から常滑焼と思われる。

73は頁岩製の手持ち砥石である。正面，裏面，

両側面とも砥面を形成する。正面と右側面の角部分

には 5条の小さな筋状の擦痕が確認される。

B
 

c
 

D
 

E
 

F
 

G
 

H
 

2
 

3
 

＋
 

＋
 

＋
 

十 十 ＋
 

(l) 

＠ 

゜@ ◎ ~ 

c (l) 

柱穴
0 

゜ ゜
o。R

F-1 G-1 I 
F-2 G-2 

G-1 H-1 
G-2'H-2 

゜
10m 

(1/200) 

第15図 中世の遺構配置図
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(1 /40) 

c
 

A A' 

1 m層と苅層の混土

2 黒色軟質土

3 黒色硬化土(=■)
4 黒色土（しまりがある）

B
 

B
 

L=37m 

C' c
 

C'L=37m 

゜ T (1/40) 

第16図古道実測図
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明オ

17 I 70 I B区古道一括 1青磁 I碗 I 底 I 6.2 I Iリ→、 高台内面無 1見込み釉剥 I灰白 I I 15~16C 
灰 釉 ぎ

赤褐・に
櫛目 5条 1 灰褐白色石粒 備前系。14~17 I 71 I B区古道一括 I陶器 I揺鉢 I胴 Iぶい赤 黄灰

褐
単位 子含む 15C。

赤褐・に
白色石粒子含 常滑焼。14~

17 721 B区古道一括 陶器甕壺 1 底 |ぷ橙い黄 灰黄褐
む 15C。

第 6表古道出土石器計測表

挿

I 法 量

＇ 
出土位置

（取上げ番号）
種類 石材

最大F最大幅 1最大厚 1重量(g)I
備 考

(cm (cm) (cm) 

17 73 古道一括 砥石 頁岩 5.5 I 5.5 I 5.5 I 54.o I正面・裏面・両側面に研面。 5条の小さな筋状の擦痕
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第18図

②柱穴（第 18図）

w層上面で黒色軟質土を埋上とする。柱穴からは

遺物が出土しなかったので，所属時期の判断は困難

であるが，埋土が古道の埋土と同じであることから，

中世の可能性が高いと判断した。

掘立柱建物跡を形成する配列は確認できなかった

が， P 8 ~ P 15は直列に近い形で配列する。 W層

上面の地形では南西に向けて低く傾斜していく部分

である。土層の観察から柱穴が造られたと思われる

時期も緩やかに傾斜していることが分かった。

柱穴実測図

③包含層出土遺物（第 19図

JIIlで，

認できる。

0 lm 

w,,,~,J,,j,,,j, 1 1 1 (1/50) 

74~84) 

74・75は東播系捏鉢の日縁部で同一個体の可能

性が高い。 74には注口部が確認される。

76~79は青磁である。 76は碗の口縁部で鏑蓮

弁が施される。 77は外反口縁皿である。 78は稜花

日縁内面に 2条の櫛描文と体部内面に花文を

施す。 79は日折1IIlで，外面に箆による連弁文が施

される。 80は白磁の多角杯である。体部外面下部

は露胎にしており，見込みに重ね焼成痕が 3箇所確

また畳付は4箇所の扶りを入れている。

袂られていない箇所は釉が残っている。 15世紀後

半ごろのものである。
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81は備前系の揺鉢の日縁部である。櫛目 6条を

1単位とする。 82は胎上から常滑焼と考えられる。

外面は深緑色の自然釉が垂れている。内面に 3箇所

の凹みが並列して施される。

83は頁岩製の手持ち砥石である。正面，右側面

に砥面を形成する。また正面と上面には筋状の擦痕

が確認され，上面のものは顕著である。 84は軽石

製品である。表裏研磨されている。

/>

74，
 

/〕 ／ 7 5 

Jfo,, 
— v—/ 

／ 77 

団
／78

~-~-
81 

三

こ
゜

5cm 

(1/2) 

第19図 中世包含層出土遺物
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第3節近世の概要

1 . 検出した遺構と遺物の出土状況

H•I-1·2 区で，方形上坑及び柱穴を検出し

た（第 20図）。柱穴については埋土から近世のも

のと判断した。掘建柱建物跡を形成する配列は確認

できなかった。 H•I-1·2 区は表土の下層はす

でにN層であり，近世の遺構が検出された周囲のみ

II層が残存していた。

遣物はほとんど方形士坑周辺に集中するが，出士

量は少ない。

2. 遺構と遺物の概要

①方形土坑（第21図）

平面 185X 185cmの正方形プランで，深さは

30 ~40cmを測る。土坑の床面には，北西角から

南東角にかけてアカホヤ火山灰や黒色土，灰褐色土

などの混土が帯状に貼り付けてあった。土坑の用途

は不明である。

【方形土坑出土遺物第21図 86・87】

方形士坑からは 11点の陶器片が出士した。 85・

86は薩摩焼で，いずれも苗代川焼である。 85は壺

の口縁部である。内外面ともに施釉がされているが，

口唇部は無釉である。 86は蕪である。外面天井部

にボタン型のつまみが付く。
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第20図 近世の遺構配置図
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第21図 方形土坑実測図及び出土遺物

第 9表方形土坑出土陶器観察表

挿

I 
器 部 胎 土

＇ 
出土位置

種類 器種 法量 (cm) 色調・
文様・調整

（取上げ番号）
備 考

部位
口径底径 器高

釉調
外面 内面

色調 特 徴

A区1I層
薩摩焼（苗代

22 85 No.22(土坑内）． 陶器 -卑 口縁 15.8 鉄釉 口唇部無釉 黒褐色 精緻
A区一括

川焼）

A区1I層
つまみ

にぶい 薩摩焼（苗代
22 86 陶器 蓋 ～口唇 7.3 3.5 鉄釉 無釉 白色粒子含む

No.23(土坑内）
部

赤褐 川焼）
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②包含層出土遺物（第22・23図 87~99) 

87は小碗である。オリーブ色の釉薬が掛けられ

ている。腰部には縦方向・横方向に花弁状の掘り込

みがされ，花を意識した文様が施される。蛇ノ目凹

型高台である。

88・89は染付碗である。 88の高台は張り高台で，

畳付に砂が付着する。高台脇，高台外，高台裏に圏

線が施される。見込みは蛇ノ目釉剥ぎがされており，

釉剥ぎされた部分には別固体の畳付が重なっていた

痕跡がある。 89は外面に花唐草文が施され，見込

みにも圏線と文様が施される。

90は染付皿である。外面に草花文，内面に花唐

草文が施される。見込みは蛇ノ目釉剥ぎがされてお

り，中央に手書きによる五弁花の一部が見られる。

91 ~ 97は薩摩焼である。 91・92は龍門司焼の

碗である。透明釉を掛けた後，白濁釉を掛け，内面

の一部は白濁釉を削り取られている。 91・92は同

一個体の可能性が高い。

93~97は苗代川焼である。 93は徳利の日縁部

である。 94・95は土瓶の一部と考えられる。 94は

口縁部で， 95は底部である。 95の外面には煤が付

着する。

96は揺鉢の口縁部である。櫛目 4条を 1単位と

する。 97は甕もしくは壺の底部である。 98は片ロ

後手形カンテラである。産地は不明である。日縁部

から胴部まで白濁釉を掛け，腰部から高台内外面は

すべて無釉である。

99は真鍮製品である。仏飯器と思われる。
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第22図近世包含層出土遺物(1)
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後半期の時期が見受けられる。しかし，後半期の遺

物が多数を占める。弥生終末～古墳時代初頭の遺物

では安国寺式上器の壺が出土している。前期の遺物

としては筒状の脚部を持つ高坪が目立つ。

第 2節中世のまとめ

古道は，幅 lm, 深さ 50cm程で，断面U字型の

溝状に掘られており，底面中央を黒色士で盛り上げ，

その上面に硬化面が形成されていた。本町の金丸城

跡でも検出されている。金丸城跡では，近世の遺物

-38-
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